
２０１１年１月２３日（日）こんにちは伊藤和彦です（発行会派 日本共産党足立区議団 発行責任者 伊藤和彦） ＮＯ．９０５

１
月
17
日
区
議
会
総
務
委
員
会

で
は
、
総
務
省
が
ま
だ
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
（
地
デ
ジ
）
対
応

し
て
い
な
い
「
世
帯
全
員
が
特

別
区
民
税
非
課
税
の
世
帯
」
に

地
デ
ジ
放
送
を
視
聴
す
る
た
め

の
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
１
台
を

無
償
で
給
付
す
る
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

今
ま
で
支
援
の
対
象
外
だ
っ

た
全
て
の
非
課
税
世
帯
が
、
希

望
す
れ
ば
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

を
無
償
で
配
布
さ
れ
る
も
の
で

す
。
区
課
税
課
で
対
象
世
帯
を

聞
い
た
と
こ
ろ
世
帯
数
は
把
握

で
き
な
い
が
非
課
税
者
数
は
約

３
０
万
人
。

●
対
象
ー
世
帯
全
員
が
住
民
税

非
課
税
の
世
帯

●
受
付
期
間
ー

１
月
24
日
〜
７
月
24
日

●
申
込
書
ー
区
役
所
地
デ
ジ
相

談
コ
ー
ナ
ー
・

区
民
事
務
所

な
ど

●
必
要
書
類

世
帯
全
員
の
住

民
票
の
写
し
と
非
課
税
証
明
書

●
お
問
い
合
わ
せ
ー
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー

（
０
５
７
０
）
０
２
３
７
２
４

ア
ン
テ
ナ
工
事

は
？ア

ン
テ
ナ
工
事

の
支
援
は
残
念
な

が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ろ
い
ろ
と
調
べ

た
結
果
、
高
額
な

工
事
を
し
な
く
て

も
、
家
庭
用
室
内

ア
ン
テ
ナ
で
も
写

る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。

http://www5.famille.ne.jp/~k-itou/index.html

自宅 足立区花畑6-20-1 電話3859-6952

足立区役所 電話3880－5111（内線4650～4654）

日本共産党区議団 直通3880－5770

足立区内から見える東京ス
カイツリー

区
役
所
（
来
庁
者
用
）

駐
車
場
は
、
現
在
１
時

間
ま
で
は
無
料
で
、
そ

れ
以
降
は
30
分
単
位
で

百
円
で
す
。

区
は
こ
れ
を
来
年
度

か
ら
民
間
並
み
の
料
金

に
す
る
と
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
無
料

の
措
置
は
な
く
し
、
20

分
で
百
円
に
し
、
そ
の

為
に
駐
車
券
を
更
新
す

る
補
正
予
算
ま
で
組
ん

で
い
た
の
で
す
。
さ
ら

に
自
転
車
駐
輪
場
の
有

料
化
ま
で
検
討
し
て
い

ま
し
た
。

「
区
民
の
く
ら
し
が

大
変
な
時
に
負
担
増
は

す
べ
き
で
は
な
い
！
」

と
、
こ
の
撤
回
を
強
く

求
め
て
い
た
の
は
日
本

共
産
党
区
議
団
だ
け
で

し

た

が

、

こ

の

た

び

「
新
た
な
料
金
体
系
に

は
変
更
し
な
い
」
と
報

告
が
あ
り
、
事
実
上
の

負
担
増
の
撤
回
が
決
ま

り
ま
し
た
。

足立区役所の駐車場出入り口

以
前
お
知
ら
せ
し
た
区
役
所
前
の
「
横
断

歩
道
と
歩
行
者
用
信
号
を
つ
け
て
渡
り
や
す

く
し
て
ほ
し
い
」
の
声
に
答
え
た
工
事
は
、

交
通
管
理
者
の
警
察
の
契
約
の
都
合
で
遅
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
１
２
月
か
ら
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た
。

完
成
し
、
階
段
を
上
ら
な
く
て
も
区
役
所

に
行
け
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
１
月
中
に
完

成
の
予
定
で
す
。
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今
年
、
全
国

で
１
２
４
万
人

の
方
が
、
足
立

区
で
は
、
５
，

８
６
３
人
の
方

が
新
成
人
に
な

り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党

区
議
団
は
、
新

成
人
は
も
ち
ろ

ん
若
者
た
ち
に

夢
の
持
て
る
足

立
区
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

新
成
人
の
７

割
の
人
は
、
大

学
や
専
門
学
校

な
ど
で
就
職
や

奨
学
金
返
済
の

不
安
を
い
だ
き

つ
つ
、
「
社
会
で
役

立
つ
学
び
を
し
た
い
」

と
日
々
学
ん
で
い
ま

す
。
一
方
、
す
で
に

社
会
に
で
て
、
正
規

社
員
と
な
っ
て
長
時
間

労
働
で
深
夜
ま
で
働
き

「
過
労
死
」
寸
前
の
青

年
や
、
非
正
規
で
「
将

来
が
不
安
」
と
い
う
青

年
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。日

本
の
将
来
に

つ
い
て

９
０
％
が
「
不
安
」

調
査
で
は
、
９
０
％
が
「
不
安
」
と

回
答
。
さ
ら
に
、
新
成
人
自
身
は
ど
う

し
て
い
き
た
い
か
と
い
う
問
い
に
、
約

７
割
が
「
自
分
た
ち
の
世
代
が
日
本
を

変
え
て
行
き
た
い
」
と
答
え
、
「
選
挙

に
参
加
し
て
政
治
を
変
え
た
い
」
な
ど

と
コ
メ
ン
ト
を
よ
せ
て
い
ま
す
。

若
者
が
新
し
い
政
治
へ
の
模
索
と
探

求
を
深
め
、
同
時
に
「
変
え
た
い
」

「
自
分
に
何
が
で
き
る
か
」
「
知
り
た

い
」
と
切
実
に
思
っ
て
い
ま
す
。

古
い
政
治
を
変
え
る
年
に

今
年
は
新
成
人
の
み
な
さ
ん
が
、

「
政
治
を
変
え
る
」
選
挙
権
を
行
使
す

る
地
方
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
「
国

民
が
主
人
公
」
の
政
治
を
つ
く
る
の
は

国
民
多
数
で
あ
り
、
未
来
を
生
き
る
青

年
こ
そ
歴
史
を
動
か
す
力
で
す
。
古
い

政
治
に
代
わ
っ
て
、
希
望
わ
く
新
し
い

政
治
を
と
も
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
本
共
産
党
区
議
団

が
昨
年
提
出
し
て
い
た

２
０
１
１
年
度
予
算
要

望
に
対
し
て
、
１
月
６

日
、
区
長
か
ら
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
重
点
要
望

に
つ
い
て
の
回
答
・
説

明
と
そ
れ
に
対
す
る
質

疑
を
行
な
い
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
プ
レ

ス
発
表
後
に
な
り
ま
す
。

昨
年
行
な
っ
た
各
種
団

体
と
の
懇
談
や
区
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
内
容
な
ど

盛
り
込
ん
だ
要
望
が
ど

う
来
年
度
予
算
に
反
映

さ
れ
て
い
る
か
、
み
な

さ
ん
に
は
後
日
報
告
し

ま
す
。

１月１０日成人式会場にて

新春

もちつき大会
日時

２月６日（日）
場所 午前１１時

南花畑５丁目６ いこいの広場
（ビック・エー南花畑店・西側）

楓の会・もちつき大会実行委員会

連絡先 ３８８５－４６３１青木

菅・改造内閣がスタートしました

が、みなさんどう思いでしょうか。

民主党政権は内政でも外交でも

自民党時代の古い政治に逆戻りし

ています。自民党の大臣だった与謝野氏を大臣にした

ことは象徴的です。政権が変わっても政治の中身が変

わらなければ日本の政治は良くなりません。景気回復

が求められていますが、働く人の賃金は１２年間で６１

万円減りました。こんなに賃金が下がっているのは先

進国で日本だけ、一方大企業は利益が２４４兆円。カ

ネ余りといわれるほどです。景気回復のカギは大企業

のためこみ金を社会に還元することです。

閉塞感が広がる中で心あたたまる話題も登場してき

ました。全国に広がる慈善の輪は「タイガーマスク」の

主人公・伊達直人を名乗る人が児童養護施設や児童

相談所にランドセルや文房具、野菜などを置いていくと

いう運動です。私の竹ノ塚駅朝宣伝に携帯用カイロ９

０個入りを２回、名乗らずに差し入れてくれた女性がい

ます。寒い中「伊達直子」サン、本当にありがとう。

伊藤 和彦


